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支
援
者
、
関
係
者
の
皆
様
に
は
ご

心
配
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。
法

人
全
体
が
何
と
か
二
〇
二
二
年
を
無

事
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
ま
ず
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。 

 

新
春
早
々
、
専
門
学
校
か
ら
コ
ロ

ナ
感
染
陽
性
者
が
出
ま
し
た
。
年
末

年
始
に
は
学
生
の
多
く
が
友
人
と
の

再
会
を
果
た
し
故
郷
を
偲
び
な
が
ら

異
国
で
の
不
安
を
共
有
し
合
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 
外
で
は
ま
だ
緊
張
感
が
漂
っ
て
い

ま
す
が
、
学
内
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

資
格
試
験
を
受
け
た
り
日
本
人
学
生

（
四
名
）
が
韓
国
留
学
を
決
め
た
り

な
ど
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
就
職
内
定
者
数
も
昨
年
よ
り
格

段
と
上
が
り
、
明
る
い
兆
し
も
見
え

始
め
て
い
ま
す
。 

 

不
確
定
な
世
界
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
価
値
観
が
多
様
化
し
何
が
正
解

か
が
わ
か
ら
な
い
時
代
で
す
。
日
常

を
大
切
に
し
て
過
ご
す
こ
と
や
家
族

と
の
関
係
や
自
分
の
信
念
を
守
る
こ

と
が
不
条
理
や
困
難
を
生
き
抜
く
力

に
な
り
ま
す
。
目
先
の
浮
き
沈
み
に

一
喜
一
憂
せ
ず
、
大
局
を
見
据
え
一

歩
で
も
半
歩
で
も
前
に
進
む
こ
と
だ

け
を
考
え
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
年
も
仲
間
と
一
緒
に
軽
や
か

に
挑
ん
で
い
き
ま
す
。 
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世界全体が幸福であるということは 
  
 去年オリンピックのテレビ報道は、日本人選手の活躍が中心で、相手の選手はどんな戦い方をしていたかと
か、世界のトップアスリートがどんな技を繰り広げメダルを取ったのかは、あまり映らなかった気がします。
日本人として、日本の選手を応援するのは大切ですが、さらに彼らと一緒に汗を流した人のことを思い、世界
の人の幸福に関心を寄せるようにならないものかと感じてしまいます。そうしないとまたきな臭い時代が来る
のではないかと危惧しています。宮澤賢治の「世界ぜんたいが幸福にならないうちは個人の幸福はあり得な
い」という言葉は、自己犠牲の精神の押し付け、全体主義思想だと言われたりしますが、現代風に言えば「世
界の問題をみんなで協力して助け合って、みんなで幸せになろうよ」という豊かな生き方を示しているとも言
えます。この学校に来れば、みんなが元気になって希望を持てるようになる。そんな場を作れたら素晴らしい
ことかと思います。 

国際ことば学院日本語学校 校長 野田敏郎 

 新年のご挨拶が遅くなりましたこと、誠に申し訳ございませんでした。コロナ禍にも関わらず、多くの皆様
にお世話になり、感謝いたします。本年もどうぞ宜しくお願いいたします。 
 実は、「明けましておめでとうございます。」という言葉が出てこない新年でした。様々な国でコロナ禍、
政治不安に陥り、留学生の出身国でも多くの問題が発生し、「おめでとう」という言葉を発信することができ
なかったのです。 
 しかしながら、未来を見据えてみんなでこの困難な時期を乗り越えて行かなければと心新たに決意しまし
た。それは、1月22日（土）に行った非公開の第7回感謝祭がきっかけでした。昨年度はオンラインでしたが、
今年度は定員400人弱のホールにおいて約50人で行いました。スピーチコンテストもお楽しみの出し物でも声
を抑えた静かな会でしたが、１つの記憶をみんなで共有できることの喜びを感じました。今年こそは、入学
式、皆様と共に！その際には、是非、学生達との交流をお願いいたします！！ 
 

富士山日本語学校 校長 近藤智恵美 

 大和まほろば日本語学校も5回目の冬を迎えました。今年は昨年以上に身に染みる冷たい風が吹いています
が、学生たちは健やかに過ごしております。 
 一昨年から始まったコロナ禍により、日本社会全体でパラダイムシフトが加速し、学生たちも選択の幅が広
がってきました。それは裏を返せば、進路決定に迷いが生じやすくなり、指導する側も何が本人にとって最も
良い選択肢かということを提案しづらくなってきたとも言えます。このような時流の中で、周囲に溢れかえる
情報に飲み込まれることなく、学生本人としっかりと向き合いつつ、一方で本校の教育理念と教育目標に立ち
返る必要があると感じております。そして、来るべき国際社会の中で調和を保ち活躍できる人間を育成できる
よう、身を引き締め、日々謙虚に研鑽を積んでいこうと思う所存です。 
 本年もよろしくお願い申し上げます。 

大和まほろば日本語学校 校長 佐藤広規 

 旧年中は大変お世話になり誠にありがとうご

ざいます。本年もよろしくお願い申し上げま

す。各校の校長よりご挨拶申し上げます。 
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「すぐ仲良しに♡」笑顔が溢れる翔洋小学校4年生

～6年生との交流会♪ 

 11月19日（金）、東海大学付属静岡翔洋小学校

にて交流会が行われました。当校からは7ヵ国12

名の学生が参加し、4年生から6年生と交流しまし

た。小学生は英語で日本文化を紹介し、当校の学

生は母国の文化や言語について遊びを取り入れな

がら話しました。子供たちにとって初めて接する

国の留学生も多く、休み時間には一緒に校庭で遊

ぶ姿も！久しぶりの対面での交流活動はお互いに

とって良い機会となりました。（岩本） 

「英語科成果発表会」 

 12月21日（火）、2年生の英語科成果発表会が行われました。クラスの代表6名と1グループが、英語

で約10分間のプレゼンテーションを行いました。テーマは自由でしたが、特に環境問題などSDGs達成

に向けた取り組みへの関心が高く、他には外国人に対する日本紹介や、「コロナ禍でもcreativityを活

用して前向きに生きていこう」というメッセージ

も。個性溢れる内容で、2年間の英語学習の成果を

十分に発揮してくれました。（岩本） 

それぞれ個人戦でしたが、「チームことば学院」

仲間と共に！みんないい表情してます☆彡 

 第10回全国学生英語プレゼンテーションコンテ

ストが2021年11月27日行われました。エント

リー総数747名。2年生の4名が参加し、全員が2次

予選に進みました。コロナ禍の中、例年難しくな

る課題に苦戦を強いられました。小野寺神雄さん

がTOP50賞、インケマリアさん、片井優芽さん、

サキャヤビジャヤさんがHOPE賞を受賞しました。

参加者からは「コンテストは大変だったけれども

参加することで自信につながり、コロナ禍で活動

できていなかった中、素敵な仲間ができて嬉し

かった」との感想が聞かれました。次の学年の学

生もまた挑戦して欲しいですね。（田中美） 

就職支援担当より新年のご挨拶 

 新型コロナウィルスの感染拡大は未だに就職活動にも大きな影響を及ぼしています。特に本校の学生

は通訳・翻訳者として企業様にお世話になっていますが、ここまで外国人材の新規入国が見込まれない

期間が続くと、通訳・翻訳者の人数にも限界があります。そんな中、内定者数を昨年度と比較すると今

年度はすでに昨年以上の内定をいただいています。要因として考えられることは、企業様からの学生へ

の期待と学校への信頼ではないかと強く感じます。今年度も残り2か月、期待と信頼を裏切らないよう

に引き続きサポートをしていきます。（山西） 

 

 

 

 

Selamat tahun baru 

Feliz ano novo! 

Шинэ оны мэнд    

《発音にご興味ある方は学校までどうぞ‼》 

ပျော်ရှွင်ဖွယ်နှစ်သစ် 

Chúc mừng năm mới  

新年快乐  
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静岡わいわいワールドフェアに出演しました 
 11月28日（日）、一般財団法人静岡市国際交流協会主催の「第3回

静岡わいわいワールドフェア」が開催され、その中で本校の学生がイ

ンドネシアのトラジャ地方に伝わる民族舞踊を披露

しました。毎週末学校に集まって、本校の卒業生で

ある先輩たちから教わり練習した成果を発揮できま

した。とても華

やかなステージ

となりました。 

山に緑を 
 11月21日（日）、賤機

山に花の咲く樹を育てる会

主催の里山作りが行われ、

学生たちが植樹に招かれま

した。鍬を使い、色々な種

類の木を植えました。学生

たちの仲も深まったようで

した。一生懸命植えた木が

大きく育つといいですね。 

年末の風物詩・お世話になった教室をピカピカに 
 12月22日（水）、1年間の締めくくりに、学校中を

大掃除しました。ボランティアの学生がたくさん集

まってくれました。普段使用する教

室や廊下、学生寮に感謝の気持ちを

込めて、床や机、窓をピカピカにし

ました。重たい家具を運んだり、寮

のまわりの雑草を取ったりすると

き、学生たちが大活躍しました。手

伝ってくれた学生の皆さん、あり

がとう

ござい

ます。 

「ホームビジット」で日本の家族と交流しました 
 12月18日（土）及び

19日（日）、ヒッポファ

ミリークラブ主催の

「ホームビジット」に学

生たちが参加しました。

学生たちは日本のご家庭

に一日招かれ、家族のメ

ンバーと交流し、日本文

化を体験しました。この

ような貴重な機会をいた

だき、ヒッポファミリー

クラブの皆様に厚くお礼

申し上げます。 

 参加した学生の一人、

ピユミニさん（スリラン

カ）の感想をご紹介しま

す。 

ステージでの様子 

練習中の様子→ 
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by シニア＆子供
こ ど も

カフェ“遊
ゆう

” 

手打
て う

ちそばを食
た

べてみよう  

 11月
がつ

６日
か

、学生
がくせい

４人
にん

がそばに初挑戦
はつちょうせん

。食
た

べられる

か心配
しんぱい

でしたが、クマーシャーさん

は「冷
つめ

たいそばに 驚
おどろ

きましたが、

おいしかったです」とにっこり。  

 11月
がつ

５日
か

、学校
がっこう

の花壇
か だ ん

に咲
さ

いた千日紅
せんにちこう

でリースを作
つく

りました。授
じゅ

業後
ぎょうご

の教 室
きょうしつ

に約
やく

10人
にん

の学生
がくせい

が集
あつ

まり、当校
とうこう

事務所
じ む し ょ

の堀水先生
ほりみずせんせい

から作
つく

り方
かた

を習
なら

いました。ピンク、白
しろ

、 紫
むらさき

の花
はな

の並
なら

べ方
かた

にそれぞれのこだ

わりが！オンリーワンの素敵
す て き

なリースが完成
かんせい

しました。 

田子
た ご

の浦
うら

ボートフェスタ ～富士市
ふ じ し

主催
しゅさい

～ 

 11月
がつ

21日
にち

に開催
かいさい

された田子
た ご

の浦
うら

ボートフェスタに

学生
がくせい

9人
にん

が応募
お う ぼ

し、当選
とうせん

した3人
にん

が参加
さ ん か

しました。

帆船
はんせん

オーシャンプリンセス（最大定員
さいだいていいん

141人
にん

）に乗
の

り、ショートクルーズに出発
しゅっぱつ

。モデルのようにポー

ズをとって写真
しゃしん

を撮
と

っ

たり、他
ほか

の船
ふね

に手
て

を

振
ふ

ったり、またとない

機会
き か い

を満喫
まんきつ

しました。 

 11月
がつ

28日
にち

、４人
にん

の学生
がくせい

が富士市内
ふ じ し な い

を巡
めぐ

るバスツアーに参加
さ ん か

しました。道
みち

の

駅富士川楽座
え き ふ じ か わ ら く ざ

では観覧車
かんらんしゃ

に乗
の

り、 昼 食
ちゅうしょく

では和食
わしょく

にチャレンジ！新環境
しんかんきょう

クリーン

センターを見学
けんがく

したほか、中央
ちゅうおう

図書館
としょかん

では閉架書庫
へ い か し ょ こ

の利用方法
りようほうほう

などを教
おそ

わりまし

た。富士市
ふ じ し

の魅力
みりょく

を知
し

る楽
たの

しい１日
にち

となりました。 

外国人市民向
がいこくじんしみんむ

けバスツアー  ～富士市国際交流協会
ふじしこくさいこうりゅうきょうかい

主催
しゅさい

・富士市
ふ じ し

ロータリークラブ協 賛
きょうさん

～ 

リース作
づく

り 

日本語
に ほ ん ご

ボランティア入門講座
にゅうもんこうざ

受講生
じゅこうせい

と交 流
こうりゅう

 

 11月
がつ

30日
にち

、入門講座
にゅうもんこうざ

の実習
じっしゅう

に学生
がくせい

7人
にん

が参加
さ ん か

させてい

ただきました。日本
に ほ ん

の生活
せいかつ

や将来
しょうらい

の夢
ゆめ

など話
はなし

に花
はな

が咲
さ

き、楽
たの

しい時間
じ か ん

を過
す

ごしました。トゥアンさんは、

受講生
じゅこうせい

の方
かた

と北海道
ほっかいどう

など日本
に ほ ん

の景色
け し き

について話
はな

したそう

です！充 実
じゅうじつ

した時間
じ か ん

をありがとうございました。 

富士市国際交流
ふじしこくさいこうりゅう

ラウンジFILS 

日本
に ほ ん

の食文化
しょくぶんか

に興味
きょうみ

を持
も

ついいきっかけ

になりました。 

ロビーを飾
かざ

りました～！！ 

ハロウィン＆クリスマス 
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 昨年11月に秋の課外活動として、談山神社に紅葉の散策へ行きました。コロナウイルスもやや沈静化して

いた時期ですので、写真の時だけは少しマスクとサヨナラして、秋の空気を胸いっぱい吸い込んできました。 

 まだ少し緑の残る時期ではありましたが、学生たちとしては穏やかな小春日和の中、一息ついた一日となっ

たようです。 

 年末に2021年を表す漢字を学生の皆に書いてもらいまし

た。「日本の四季を感じた」「得るものが多かった」「まだ道

の途中だ」「たくさん笑った」など、皆、思い思いの漢字を選

んでいました。 

 中央の「無」という字は、「無限」の「無」ということだそ

うです。学生たちはこのような状況にも決して暗くなることな

く、未来に無限の明るい希望を持っているようです。 

 昨年も掲載した私の国の料理の紹介第２弾。

パソコンを使って自分の国の料理を紹介する

ホームページを作ってみました。 

 意外に知らない自国の料理。情報を調べて日

本語にしたり、パソコンの使い方を教えても

らったりと、苦戦しながらもなんとか完成にた

どり着きました。今回はインドネシアのザッキ

さんと、ラオスのチャンヤさんの料理です。 

 少しでもお正月気分を、ということで、日本

ならではのお正月の遊び「福笑い」と「坊主め

くり」を体験しました。 

 福笑いは今ではあまり見ることがない丸い眉

毛を髭にしたりと独創的な顔を作って楽しみ、

坊主めくりはシンプルなゲームながら「姫来

て！」「坊主！坊主！」と一喜一憂しながら札

をめくっていました。 
 

チャンヤさん ザッキさん 

たんざん 
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＜編集後記＞新年明けましておめでとうございます。年明け早々オミクロン株の爆発的な流行のニュー

スが入ってまいりました。本学では引き続き感染予防対策を取っているところです。本年は、明るく楽

しいニュースがたくさん溢れることを願います。      編集長：甲斐 / 編集：山田、高松、佐藤                           

〒422-8076 静岡県静岡市駿河区八幡3-2-28   TEL:054-284-8383 / FAX:054-284-8338 

WEBSITE:http://jp.kotoba.ac.jp             E-MAIL:info@kotoba.ac.jp 

〒422-8062 静岡県静岡市駿河区稲川3-9-4   TEL:054-270-7091 / FAX:054-286-7091 

WEBSITE:http://sp.kotoba.ac.jp             E-MAIL:ask@kotoba.ac.jp 

〒416-0944 静岡県富士市横割1-6-16   TEL:0545-30-8680 / FAX:0545-30-9558 

WEBSITE:http://fujisan.kotoba.ac.jp      E-MAIL:fujisan@kotoba.ac.jp 

〒633-0053 奈良県桜井市谷10-1   TEL:0744-44-2424 / FAX:0744-47-2430 

WEBSITE:http://yamato.kotoba.ac.jp    E-MAIL:yamato@kotoba.ac.jp 

学校法人 国際ことば学院 お知らせ  

ご寄付ありがとうございます 

支援者の小島様より、タオルのご寄付を頂きました。 

グループ校各校の学生に配布いたしました。 

大事に使わせていただきます。 

 

国際ことば学院外国語専門学校 
日程：2022年3月7日（月） 

時間：開式 11：00より 

場所：グランシップ 

※卒業生、教職員のみで執り行います。 

国際ことば学院日本語学校 
日程：2022年3月4日（金） 

時間：開場 13：00 開式 13：30 

場所：グランシップ 11階 会議ホール・風 

※卒業生、在校生、教職員のみで執り行います。 

富士山日本語学校 
日程：2022年3月6日（日） 

時間：開式 10：00予定 

場所：ホワイトパレス（富士市青島200-1） 

※卒業生、教職員のみで執り行う予定です。 

 

大和まほろば日本語学校 
日程：2022年3月5日（土） 

時間：未定 

場所：大和まほろば日本語学校 教室 

 

日本語教師養成講座 無料セミナー開催！ 

2022年4月開講に向けて、日本語教師のことがよくわかるセミナーを開催します。どなたでもご参加頂けま

すので、ぜひお申込みください♪（要予約）詳しい内容はHPをご覧ください。（http://cl.kotoba.ac.jp/tjlc/） 

 ◆日程 

①2022年2月19日（土） 

②2022年3月12日（土） 

◆時間 

各日とも13：00～15：00 

◆場所 

国際ことば学院外国語専門学校（対面予定 ※変更になる場合もございます。） 

静岡市駿河区稲川3-9-4 

◆お申込方法 

お電話、メール、HPのお問い合わせフォーム等よりお申込みいただき、 

下記①～⑥をお伝えください。 

①ご希望のお日にち②お名前③お電話番号④メールアドレス⑤ご住所 

⑥セミナーを知ったきっかけ 

電話：054-270-7091 メール：gaikokugo@kotoba.ac.jp 

次 回 の 発 行 は

2022年5月頃を予

定しております。 


